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(57)【要約】
【課題】バックライトからの光の輝度不足による画質の
劣化を防止する。
【解決手段】バックライト輝度算出部１２１は、表示画
像の画像信号に基づいて、バックライトに射出させる光
のバックライト輝度を求める。動画像判定部１２２は、
画像信号に基づいて、表示画像が動画像か否かを判定す
る。補正値算出部１２３は、表示画像が動画像である場
合、前回の補正値を所定の値だけ増加させて新たな補正
値とし、表示画像が静止画像である場合、前回の補正値
を所定の値だけ減少させて新たな補正値とする。加算部
１２４は、バックライト輝度に補正値を加算して、バッ
クライト輝度を補正する。本発明は、液晶表示装置に適
用することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を透過させて表示画像を表示する表示パネルに入射させる光であって、バックライト
に射出させる光の輝度を示すバックライト輝度を、前記表示画像の画像信号に基づいて算
出する輝度算出手段と、
　これから表示しようとする前記表示画像である未表示画像が動画像である場合、前記未
表示画像よりも時間的に前に表示される前記表示画像である前表示画像の前記バックライ
ト輝度を補正するための補正値を増加させて、前記未表示画像の前記補正値とし、前記未
表示画像が静止画像である場合、前記前表示画像の前記補正値を減少させて前記未表示画
像の前記補正値とする補正値変更手段と、
　前記補正値変更手段により変更された前記補正値を、前記未表示画像の前記バックライ
ト輝度に加算することで、前記バックライト輝度を補正する補正手段と
　を備える表示制御装置。
【請求項２】
　前記未表示画像が動画像である場合、前記未表示画像の前記補正値の上限値を設定し、
前記補正値が前記上限値より大きいとき、前記上限値を前記未表示画像の前記補正値とす
る制限手段をさらに備える
　請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記画像信号に基づいて、前記未表示画像から動きを検出する動き検出手段をさらに備
え、
　前記制限手段は、前記未表示画像から検出された動きの動き量に応じた前記上限値を設
定する
　請求項２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記制限手段は、前記未表示画像が静止画像である場合、前記未表示画像の前記補正値
の下限値を設定し、前記補正値が前記下限値より小さいとき、前記下限値を前記未表示画
像の前記補正値とする
　請求項３に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記制限手段は、前記表示画像が動画像であり、前記前表示画像の前記補正値が、前記
未表示画像の前記上限値より大きい場合、前記上限値の設定を解除するとともに前記下限
値を設定し、
　前記補正値変更手段は、前記前表示画像の前記補正値を減少させて前記未表示画像の前
記補正値とする
　請求項４に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　光を透過させて表示画像を表示する表示パネルに入射させる光であって、バックライト
に射出させる光の輝度を示すバックライト輝度を、前記表示画像の画像信号に基づいて算
出する輝度算出手段と、
　これから表示しようとする前記表示画像である未表示画像が動画像である場合、前記未
表示画像よりも時間的に前に表示される前記表示画像である前表示画像の前記バックライ
ト輝度を補正するための補正値を増加させて、前記未表示画像の前記補正値とし、前記未
表示画像が静止画像である場合、前記前表示画像の前記補正値を減少させて前記未表示画
像の前記補正値とする補正値変更手段と、
　前記補正値変更手段により変更された前記補正値を、前記未表示画像の前記バックライ
ト輝度に加算することで、前記バックライト輝度を補正する補正手段と
　を備える表示制御装置の表示制御方法であって、
　前記輝度算出手段が、前記未表示画像の前記画像信号に基づいて、前記未表示画像の前
記バックライト輝度を算出し、
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　前記補正値変更手段が、前記未表示画像が動画像である場合、前記前表示画像の前記補
正値を増加させて、前記未表示画像の前記補正値とし、前記未表示画像が静止画像である
場合、前記前表示画像の前記補正値を減少させて前記未表示画像の前記補正値とし、
　前記補正手段が、変更された前記補正値を、前記未表示画像の前記バックライト輝度に
加算することで、前記バックライト輝度を補正する
　ステップを含む表示制御方法。
【請求項７】
　光を透過させて表示画像を表示する表示パネルに入射させる光であって、バックライト
に射出させる光の輝度を示すバックライト輝度を、前記表示画像の画像信号に基づいて算
出し、
　これから表示しようとする前記表示画像である未表示画像が動画像である場合、前記未
表示画像よりも時間的に前に表示される前記表示画像である前表示画像の前記バックライ
ト輝度を補正するための補正値を増加させて、前記未表示画像の前記補正値とし、前記未
表示画像が静止画像である場合、前記前表示画像の前記補正値を減少させて前記未表示画
像の前記補正値とし、
　変更された前記補正値を、前記未表示画像の前記バックライト輝度に加算することで、
前記バックライト輝度を補正する
　ステップを含む処理をコンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示制御装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、複数のバックライ
トを用いて液晶パネルに画像を表示させる場合に用いて好適な表示制御装置および方法、
並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、透過型の液晶パネルを利用した液晶表示装置として、複数のバックライトを用い
ることで、液晶パネル上の表示領域ごとに入射させる光の量を変化させ、表示される画像
の輝度のダイナミックレンジ拡大を実現するものが提案されている（例えば、特許文献１
参照）。つまり、この液晶表示装置によれば、表示される画像のコントラストを向上させ
ることができる。
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－３２２９０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、複数のバックライトのそれぞれが、液晶パネルの対応する表示領域のそれぞ
れに光を入射させる場合、図１に示すように、各バックライトが発光すべき光量は、表示
させる画像の画像信号から求められる。
【０００５】
　すなわち、図１では、矢印Ａ１１に示す階段状の波形の画像信号が、発光量算出部１１
および除算部１２に入力され、発光量算出部１１において、画像信号を基に、１つのバッ
クライトの発光すべき光量が算出される。
【０００６】
　ここで、１つのバックライトの大きさは、液晶パネルの表示領域の画素の大きさよりも
大きいので、バックライトの光量は、そのバックライトに対応する液晶パネルの表示領域
に表示される画像の各画素の画素値、より詳細には輝度値から算出される。また、バック
ライトからの光は、矢印Ａ１２に示すように、液晶パネルの表示領域の各位置に均一に入
射するようになされる。
【０００７】
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　なお、図１における矢印Ａ１１乃至矢印Ａ１３に示される波形の横方向は、画像信号に
基づく画像、またはその画像を表示する液晶パネルの表示領域の画素の位置を示しており
、縦方向は輝度を示している。
【０００８】
　また、除算部１２では、供給された画像信号を、発光量算出部１１からの光量で除算す
ることにより、バックライトに対応する液晶パネルの表示領域における光の透過率が算出
される。
【０００９】
　そして光量および透過率が算出されると、バックライトは、発光量算出部１１により算
出された光量に基づいて発光し、液晶パネルに光を入射させる。また、液晶パネルは、除
算部１２により算出された透過率で、バックライトからの光を透過させる。これにより、
液晶パネルの表示領域には、入力された画像信号の画像とほぼ同じ画像が表示されること
になる。
【００１０】
　しかしながら、発光量算出部１１により算出された光量でバックライトが発光した場合
に、バックライトから液晶パネルに入射する光の輝度が、入力された画像信号に基づく画
像を表示させるのに必要とされる輝度よりも低くなってしまう場合がある。
【００１１】
　すなわち、矢印Ａ１２に示される光の光量（輝度）が、矢印Ａ１１に示した画像におけ
る所定の領域を表示するのに不足している場合、除算部１２により求められた、液晶パネ
ルの表示領域の画素の透過率は、矢印Ａ１３に示すように１００％を超えてしまう。図１
では、矢印Ａ１３に示される表示領域の各画素の透過率において、点線で示される部分が
、透過率１００％を超えた部分を示している。
【００１２】
　例えば、バックライトと液晶パネルとでは動作時の応答速度が異なり、また、バックラ
イトからの光の光量の変更と、液晶パネルの透過率の変更とは同期しないため、バックラ
イトからの光の光量が急激に変化すると、画像の画質が劣化することが知られている。特
に、表示させようとする画像が動画像である場合に、バックライトからの光の光量が急激
に変化し、画像の画質が顕著に劣化することがある。
【００１３】
　そこで、このような画質の劣化を抑制するために、発光量算出部１１において、算出さ
れた光量に巡回処理を施すことが考えられる。そのような場合、発光量算出部１１が、巡
回処理を行い、これから表示しようとする画像のフレームの光量と、そのフレームの直前
のフレームの光量とに基づいて、これから表示しようとするフレームの最終的な光量を算
出することで、光量の急激な変化が抑制される。
【００１４】
　ところが、光量に巡回処理を施すと、光量の急激な変化が抑制されるため、巡回処理に
より最終的に求められた光量、つまりバックライトからの光の輝度が、これから表示しよ
うとする画像を表示するために必要とされる輝度よりも低くなってしまうことがある。
【００１５】
　このように、バックライトからの光の光量が不足すると、液晶パネルに表示される画像
上の一部の領域では、輝度変化が失われて画像の画質が劣化してしまう。つまり、液晶パ
ネルの画素は、１００％を超える透過率で光を透過させることはできないので、算出され
た透過率が１００％以上である画素により表示される画像の輝度は全て同じ値となってし
まう。
【００１６】
　以上のように、バックライトを利用して液晶パネルに画像を表示させる場合、入力され
る画像信号によっては、バックライトから射出させる光の光量の制御が適切に行われず、
表示される画像の画質が劣化してしまう場合があった。
【００１７】
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　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、バックライトからの光の光量
の不足による画質の劣化を抑制することができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の一側面の表示制御装置は、光を透過させて表示画像を表示する表示パネルに入
射させる光であって、バックライトに射出させる光の輝度を示すバックライト輝度を、前
記表示画像の画像信号に基づいて算出する輝度算出手段と、これから表示しようとする前
記表示画像である未表示画像が動画像である場合、前記未表示画像よりも時間的に前に表
示される前記表示画像である前表示画像の前記バックライト輝度を補正するための補正値
を増加させて、前記未表示画像の前記補正値とし、前記未表示画像が静止画像である場合
、前記前表示画像の前記補正値を減少させて前記未表示画像の前記補正値とする補正値変
更手段と、前記補正値変更手段により変更された前記補正値を、前記未表示画像の前記バ
ックライト輝度に加算することで、前記バックライト輝度を補正する補正手段とを備える
。
【００１９】
　表示制御装置には、前記未表示画像が動画像である場合、前記未表示画像の前記補正値
の上限値を設定し、前記補正値が前記上限値より大きいとき、前記上限値を前記未表示画
像の前記補正値とする制限手段をさらに設けることができる。
【００２０】
　表示制御装置には、前記画像信号に基づいて、前記未表示画像から動きを検出する動き
検出手段をさらに設け、前記制限手段には、前記未表示画像から検出された動きの動き量
に応じた前記上限値を設定させることができる。
【００２１】
　前記制限手段には、前記未表示画像が静止画像である場合、前記未表示画像の前記補正
値の下限値を設定させ、前記補正値が前記下限値より小さいとき、前記下限値を前記未表
示画像の前記補正値とさせることができる。
【００２２】
　前記制限手段には、前記表示画像が動画像であり、前記前表示画像の前記補正値が、前
記未表示画像の前記上限値より大きい場合、前記上限値の設定を解除するとともに前記下
限値を設定させ、前記補正値変更手段には、前記前表示画像の前記補正値を減少させて前
記未表示画像の前記補正値とさせることができる。
【００２３】
　本発明の一側面の表示制御方法またはプログラムは、光を透過させて表示画像を表示す
る表示パネルに入射させる光であって、バックライトに射出させる光の輝度を示すバック
ライト輝度を、前記表示画像の画像信号に基づいて算出し、これから表示しようとする前
記表示画像である未表示画像が動画像である場合、前記未表示画像よりも時間的に前に表
示される前記表示画像である前表示画像の前記バックライト輝度を補正するための補正値
を増加させて、前記未表示画像の前記補正値とし、前記未表示画像が静止画像である場合
、前記前表示画像の前記補正値を減少させて前記未表示画像の前記補正値とし、変更され
た前記補正値を、前記未表示画像の前記バックライト輝度に加算することで、前記バック
ライト輝度を補正するステップを含む。
【００２４】
　本発明の一側面においては、光を透過させて表示画像を表示する表示パネルに入射させ
る光であって、バックライトに射出させる光の輝度を示すバックライト輝度が、前記表示
画像の画像信号に基づいて算出され、これから表示しようとする前記表示画像である未表
示画像が動画像である場合、前記未表示画像よりも時間的に前に表示される前記表示画像
である前表示画像の前記バックライト輝度を補正するための補正値が増加されて、前記未
表示画像の前記補正値とされ、前記未表示画像が静止画像である場合、前記前表示画像の
前記補正値が減少されて前記未表示画像の前記補正値とされ、変更された前記補正値が、
前記未表示画像の前記バックライト輝度に加算されることで、前記バックライト輝度が補
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正される。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の一側面によれば、画像を表示させることができる。特に、本発明の一側面によ
れば、バックライトからの光の光量の不足による画質の劣化を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、図面を参照して、本発明を適用した実施の形態について説明する。
【００２７】
　図２は、本発明を適用した表示装置の一実施の形態の構成例を示す図である。
【００２８】
　表示装置６１は、表示制御部８１－１乃至表示制御部８１－４、バックライト制御部８
２－１乃至バックライト制御部８２－４、バックライト８３－１乃至バックライト８３－
４、液晶パネル制御部８４、および液晶パネル８５から構成される。
【００２９】
　表示装置６１は、例えば、液晶ディスプレイなどの液晶表示装置であり、表示装置６１
の表示制御部８１－１乃至表示制御部８１－４には、液晶パネル８５に表示させる表示画
像の画像信号が入力される。
【００３０】
　表示制御部８１－１乃至表示制御部８１－４は、入力された画像信号に基づいて、バッ
クライト８３－１乃至バックライト８３－４に射出させる光の光量、より詳細には、光の
輝度を示すバックライト輝度を算出して、バックライト制御部８２－１乃至バックライト
制御部８２－４に供給する。
【００３１】
　また、表示制御部８１－１乃至表示制御部８１－４は、画像信号に基づいて、バックラ
イト８３－１乃至バックライト８３－４のそれぞれからの光の多くが入射する液晶パネル
８５の表示領域のそれぞれについて、表示領域内の各画素の透過率を算出して液晶パネル
制御部８４に供給する。この透過率は、例えば０から１までの間の値とされる。
【００３２】
　なお、液晶パネル８５の表示領域の画素とは、画像の表示単位となり、Ｒ，Ｇ，Ｂのそ
れぞれの光を透過させる領域のそれぞれからなる１つのセルをいう。
【００３３】
　バックライト制御部８２－１乃至バックライト制御部８２－４は、表示制御部８１－１
乃至表示制御部８１－４から供給されたバックライト輝度に基づいて、バックライト８３
－１乃至バックライト８３－４を制御し、発光させる。また、バックライト８３－１乃至
バックライト８３－４は、バックライト制御部８２－１乃至バックライト制御部８２－４
の制御にしたがって発光し、光を液晶パネル８５に入射させる。
【００３４】
　液晶パネル制御部８４は、表示制御部８１－１乃至表示制御部８１－４から供給された
各画素の透過率、すなわち開口率で、液晶パネル８５に光を透過させる。液晶パネル８５
は、液晶パネル制御部８４から指示された透過率で、バックライト８３－１乃至バックラ
イト８３－４から表示領域の各画素に入射した光を透過させ、表示画像を表示する。
【００３５】
　なお、以下、表示制御部８１－１乃至表示制御部８１－４のそれぞれを個々に区別する
必要のない場合、単に表示制御部８１と称し、バックライト制御部８２－１乃至バックラ
イト制御部８２－４のそれぞれを個々に区別する必要のない場合、単にバックライト制御
部８２と称する。また、以下、バックライト８３－１乃至バックライト８３－４のそれぞ
れを個々に区別する必要のない場合、単にバックライト８３と称する。
【００３６】
　表示装置６１では、液晶パネル８５の背面に光源としてのバックライト８３が配置され



(7) JP 2009-271349 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

ており、バックライト８３から射出された光の多くは、そのバックライト８３に対向する
液晶パネル８５の表示領域に入射する。例えば、バックライト８３－１から出射した光は
、その多くが液晶パネル８５の図中、右斜め上側の部分に入射する。したがって、液晶パ
ネル８５の図中、右斜め上側が明るく、他の部分が暗い画像を表示させる場合には、バッ
クライト８３－１だけをある程度高い輝度で発光させ、他のバックライト８３－２乃至バ
ックライト８３－４を比較的低い輝度で発光させることができる。これにより、バックラ
イト８３の消費電力を抑えることができる。また、表示画像の輝度のダイナミックレンジ
をより広くすることができ、表示画像のコントラストを向上させることができる。
【００３７】
　なお、表示装置６１には、透過型の液晶パネル８５が設けられているが、液晶パネルに
限らず、バックライト８３からの光を透過させて画像を表示する透過型の表示パネルであ
れば、どのようなものであってもよい。
【００３８】
　次に、図３は、図２の表示制御部８１のより詳細な構成例を示す図である。
【００３９】
　表示制御部８１は、バックライト輝度算出部１２１、動画像判定部１２２、補正値算出
部１２３、加算部１２４、入射輝度算出部１２５、および除算部１２６から構成される。
【００４０】
　表示装置６１の表示制御部８１に入力された画像信号は、表示制御部８１のバックライ
ト輝度算出部１２１、動画像判定部１２２、および除算部１２６に供給される。この画像
信号は、動画像または静止画像の画像信号とされる。
【００４１】
　バックライト輝度算出部１２１は、供給された画像信号に基づいて、バックライト８３
に射出させる光のバックライト輝度を算出し、加算部１２４に供給する。
【００４２】
　例えば、バックライト輝度算出部１２１は、画像信号に基づいて、その画像信号に基づ
く表示画像上の領域のうち、バックライト８３に対応する液晶パネル８５の表示領域に表
示される領域の画素の輝度の最大値を求める。そして、バックライト輝度算出部１２１は
、求めた最大値に基づいて、バックライト８３に射出させるべき光のバックライト輝度を
求める。
【００４３】
　なお、バックライト８３に対応する液晶パネル８５の表示領域とは、液晶パネル８５の
全体の表示領域を仮想的に分割して得られる領域であって、液晶パネル８５の背面直下の
１つのバックライト８３からの光の大部分が入射する領域をいう。
【００４４】
　例えば、液晶パネル８５の表示領域を図２中、右上、左上、左下、および右下の４つの
領域に仮想的に分割したとすると、バックライト８３－１乃至バックライト８３－４のそ
れぞれに対応する表示領域のそれぞれは、表示領域上の右上、左上、左下、および右下の
領域のそれぞれとされる。以下、バックライト８３に対応する液晶パネル８５の表示領域
を部分表示領域とも称する。
【００４５】
　動画像判定部１２２は、供給された画像信号に基づいて動画像判定処理を行い、供給さ
れた画像信号に基づく表示画像が動画像であるか否かを判定する。例えば、動画像判定部
１２２は、これから表示しようとする表示画像と、その表示画像の直前に液晶パネル８５
に表示される表示画像とを用いて、動き検出を行うことにより、供給された画像信号の表
示画像が動画像であるか、または静止画像であるかを特定する。
【００４６】
　動画像判定部１２２は、動画像判定処理による判定結果を示す画像情報と、検出された
動きの動き量を示す動き情報とを補正値算出部１２３に供給する。
【００４７】
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　なお、表示装置６１では、連続して表示画像が表示されるため、例えば表示画像として
、動画像が表示された後、複数の静止画像が順番に表示される場合があるが、以下の説明
では、表示装置６１において連続して表示される表示画像のそれぞれを、１つのコマ、つ
まり１つのフレームの画像と呼ぶこととする。
【００４８】
　補正値算出部１２３は、動画像判定部１２２から供給された画像情報および動き情報に
基づいて、バックライト輝度を補正するための補正値を算出し、加算部１２４に供給する
。加算部１２４は、バックライト輝度算出部１２１からのバックライト輝度に、補正値算
出部１２３からの補正値を加算することにより、バックライト輝度を補正する。また、加
算部１２４は、補正されたバックライト輝度をバックライト制御部８２、および入射輝度
算出部１２５に供給する。
【００４９】
　入射輝度算出部１２５は、加算部１２４から供給されたバックライト輝度に基づいて、
バックライト８３に対応する液晶パネル８５の部分表示領域の各画素について、バックラ
イト８３から画素に入射すると推定される光の輝度を示す画素入射輝度を算出する。すな
わち、画素入射輝度は、供給されたバックライト輝度でバックライト８３が発光した場合
に、バックライト８３から部分表示領域の画素に入射すると推定される光の輝度を示す情
報である。
【００５０】
　例えば、入射輝度算出部１２５は、バックライト８３が発光した場合に、バックライト
８３から射出された光がどのように拡散するかを示すプロファイルを予め保持している。
そして、入射輝度算出部１２５は、保持しているプロファイルを用いて、加算部１２４か
ら供給されたバックライト輝度でバックライト８３が発光したときに、そのバックライト
８３に対応する液晶パネル８５の部分表示領域の各画素に、バックライト８３から入射す
ると推定される光の輝度を求め、それらの画素ごとの輝度を画素入射輝度とする。
【００５１】
　入射輝度算出部１２５は、部分表示領域の各画素の画素入射輝度を求めると、それらの
画素入射輝度を除算部１２６に供給する。
【００５２】
　除算部１２６は、供給された画像信号の信号値、より詳細にはその信号値（表示画像の
画素値）から求まる輝度を、入射輝度算出部１２５からの画素入射輝度で除算して、部分
表示領域の各画素の透過率を算出する。そして、除算部１２６は、算出した画素ごとの透
過率を液晶パネル制御部８４に供給する。
【００５３】
　例えば、部分表示領域の注目している画素を注目画素と呼ぶこととする。また、その注
目画素の画素入射輝度をＣＬとし、バックライト８３のバックライト輝度をＢＬとすると
ともに、注目画素と同じ位置にある表示画像上の画素、つまり注目画素に表示される画像
が表示される、表示画像上の画素の輝度をＩＬとする。さらに、注目画素における光の透
過率をＴとする。
【００５４】
　この場合、バックライト８３をバックライト輝度ＢＬで発光させると、バックライト８
３から注目画素に入射する光の輝度、つまり注目画素の画素入射輝度は、ＣＬとなる。そ
して、注目画素が透過率Ｔで、バックライト８３から入射した、画素入射輝度ＣＬの光を
透過させると、注目画素から射出される光の輝度、つまり液晶パネル８５を見ているユー
ザにより知覚される注目画素の輝度（以下、表示輝度ＯＬとも称する）は、画素入射輝度
ＣＬ×透過率Ｔで表される。表示輝度ＯＬが表示画像の画素の輝度ＩＬと等しければ、液
晶パネル８５には表示画像と同じ画像が表示されるため、表示輝度ＯＬと輝度ＩＬとが等
しいとすると、次式（１）が成立する。
【００５５】
　透過率Ｔ＝（表示画像の画素の輝度ＩＬ）／（画素入射輝度ＣＬ）　　　・・・（１）
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【００５６】
　したがって、除算部１２６は、供給された、注目画素に対応する表示画像の画素の画素
値を表す画像信号の信号値、より詳細には、表示画像の画素の輝度ＩＬを、入射輝度算出
部１２５から供給された注目画素の画素入射輝度ＣＬで除算することにより、注目画素の
適切な透過率Ｔを算出することができる。
【００５７】
　次に、図４は、図３の補正値算出部１２３のより詳細な構成例を示すブロック図である
。
【００５８】
　補正値算出部１２３は、変更部１５１および制限部１５２から構成される。
【００５９】
　変更部１５１には、制限部１５２から、これから表示しようとする表示画像の時間的に
１つ前のフレームの表示画像に対する補正値が供給されるとともに、動画像判定部１２２
から画像情報が供給される。変更部１５１は、供給された画像情報に基づいて、制限部１
５２からの補正値を変更し、変更後の補正値を制限部１５２に供給する。
【００６０】
　制限部１５２には、動画像判定部１２２から画像情報および動き情報が供給される。制
限部１５２は、供給された画像情報および動き情報に基づいて、補正値を制限するときの
上限または下限となる制限値を設定する。
【００６１】
　具体的には、制限部１５２は、これから表示しようとする表示画像が動画像である旨の
画像情報が供給された場合、供給された動き情報により示される動き量に応じて、補正値
の上限値を制限値として設定する。また、制限部１５２は、これから表示しようとする表
示画像が静止画像である旨の画像情報が供給された場合、補正値の下限値を制限値として
設定する。
【００６２】
　制限部１５２は、変更部１５１からの補正値を、設定した制限値で制限し、最終的な補
正値とする。また、制限部１５２は、最終的な補正値を変更部１５１および加算部１２４
に供給する。
【００６３】
　ところで、表示装置６１に表示画像の画像信号が供給され、表示画像の表示が指示され
ると、表示装置６１は、その指示に応じて、表示画像を表示する表示処理を開始する。以
下、図５のフローチャートを参照して、表示装置６１による表示処理について説明する。
【００６４】
　ステップＳ１１において、バックライト輝度算出部１２１は、入力された画像信号に基
づいて、バックライト８３のバックライト輝度を算出する。また、バックライト輝度算出
部１２１は、巡回処理を行って、算出されたバックライト輝度を補正し、補正されたバッ
クライト輝度を加算部１２４に供給する。
【００６５】
　すなわち、バックライト輝度算出部１２１は、表示しようとするフレームのバックライ
ト輝度を、時間的に直前のフレームのバックライト輝度から減算してバックライト輝度の
差分を求め、その差分に、予め定められた巡回係数を乗算する。そして、バックライト輝
度算出部１２１は、表示しようとするフレームのバックライト輝度に、巡回係数が乗算さ
れた差分を加算することにより、バックライト輝度を補正する。
【００６６】
　このように、バックライト輝度に巡回処理を施すことで、表示画像の輝度が急激に変化
する場合であっても、バックライト輝度が急激に変化することはない。つまり、巡回係数
に応じた速度でバックライト輝度が徐々に変化する。そのため、表示の急激な切り替わり
を緩和することができ、バックライト輝度の急激な変化により生じる画像の画質の劣化を
抑制することができる。
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【００６７】
　ステップＳ１２において、表示制御部８１は、バックライト輝度補正処理を行って、バ
ックライト輝度算出部１２１により算出されたバックライト輝度を補正する。バックライ
ト輝度補正処理により補正されたバックライト輝度は、加算部１２４からバックライト制
御部８２および入射輝度算出部１２５に供給される。なお、バックライト輝度補正処理の
詳細は後述する。
【００６８】
　ステップＳ１３において、入射輝度算出部１２５は、加算部１２４から供給されたバッ
クライト輝度に基づいて、バックライト８３に対応する液晶パネル８５の部分表示領域の
画素ごとに、画素入射輝度を算出する。入射輝度算出部１２５は、算出した画素入射輝度
を除算部１２６に供給する。
【００６９】
　ステップＳ１４において、除算部１２６は、供給された画像信号を、入射輝度算出部１
２５から供給された画素入射輝度で除算することにより、部分表示領域の画素ごとに、そ
の画素の透過率を求め、液晶パネル制御部８４に供給する。
【００７０】
　ステップＳ１５において、バックライト制御部８２は、加算部１２４から供給されたバ
ックライト輝度に基づいて、そのバックライト輝度でバックライト８３を発光させる。ま
た、バックライト８３は、バックライト制御部８２の制御に基づいて発光し、指定された
バックライト輝度の光を液晶パネル８５に入射させる。
【００７１】
　なお、上述したステップＳ１１乃至ステップＳ１４の処理は、表示制御部８１－１乃至
表示制御部８１－４のそれぞれにより個別に行われる。また、ステップＳ１５の処理は、
バックライト制御部８２－１乃至バックライト制御部８２－４のそれぞれと、バックライ
ト８３－１乃至バックライト８３－４のそれぞれとにより、個別に行われる。
【００７２】
　ステップＳ１６において、液晶パネル制御部８４は、表示制御部８１から供給された液
晶パネル８５の表示領域の画素ごとの透過率に基づいて、液晶パネル８５の動作を制御し
、各画素の透過率を変更させる。
【００７３】
　ステップＳ１７において、液晶パネル８５は、液晶パネル制御部８４の制御に基づいて
、表示領域の画素の透過率を、画素ごとに指定された透過率に変更して、バックライト８
３から入射した光を透過させることにより、表示画像を表示する。
【００７４】
　ステップＳ１８において、表示装置６１は、表示画像の表示を終了するか否かを判定す
る。例えば、ユーザにより表示画像の表示の終了が指示された場合、表示画像の表示を終
了すると判定される。
【００７５】
　ステップＳ１８において、表示画像の表示を終了しないと判定された場合、処理はステ
ップＳ１１に戻り、上述した処理が繰り返される。つまり、次のフレームの表示画像につ
いて、バックライト輝度と透過率とが求められて、その表示画像が表示される。
【００７６】
　これに対して、ステップＳ１８において、表示画像の表示を終了すると判定された場合
、表示装置６１の各部は行っている処理を終了し、表示処理は終了する。
【００７７】
　このようにして、表示装置６１は、画像信号が供給されると、バックライト輝度と透過
率とを求めて表示画像を表示する。
【００７８】
　表示装置６１によれば、補正値算出部１２３により補正値が求められ、求められた補正
値によりバックライト輝度が補正される。このように、バックライト輝度に、マージンと
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しての補正値を加算することで、表示画像の輝度が急激に変化した場合であっても、バッ
クライト輝度の不足を抑制することができ、その結果、輝度不足により生じる表示画像の
画質の劣化を防止することができる。
【００７９】
　次に、図６のフローチャートを参照して、図５のステップＳ１２の処理に対応するバッ
クライト輝度補正処理について説明する。
【００８０】
　ステップＳ４１において、動画像判定部１２２は、入力された画像信号に基づいて、動
画像判定処理を行う。例えば、動画像判定部１２２は、これから表示しようとするフレー
ムの表示画像と、そのフレームの時間的に直前のフレームの表示画像とに基づいて、ブロ
ックマッチングや勾配法などにより、表示画像の動きベクトルを検出する。つまり、表示
画像上の物体の動きが検出される。
【００８１】
　そして、動画像判定部１２２は、表示画像からの動きの検出結果に基づいて、検出され
た動きの動き量を示す動き情報を生成するとともに、表示画像が動画像であるか否かを判
定し、その判定結果を示す画像情報を生成する。例えば、表示画像から検出された動きの
動き量が、所定の閾値以下である場合に、その表示画像は静止画像である、つまり動画像
ではないと判定される。
【００８２】
　動画像判定部１２２は、生成した画像情報を変更部１５１および制限部１５２に供給す
るとともに、生成した動き情報を制限部１５２に供給する。
【００８３】
　なお、動画像判定部１２２による動画像判定処理において、連続する２つのフレームの
表示画像の明るさ（輝度）の差分の変化に基づいて、表示画像が動画像であるか否かの判
定が行われてもよい。
【００８４】
　ステップＳ４２において、制限部１５２は、動画像判定部１２２からの画像情報および
動き情報に基づいて、補正値の制限値を設定する。
【００８５】
　すなわち、制限部１５２は、これから表示しようとする表示画像が静止画像である旨の
画像情報が供給された場合、制限値として、補正値の下限値を設定する。例えば、下限値
として０が設定され、この下限値により補正値が制限される場合、補正値が０未満のとき
には、補正値の下限値「０」が制限された補正値として出力される。
【００８６】
　また、制限部１５２は、これから表示しようとする表示画像が動画像である旨の画像情
報が供給された場合、制限値として、供給された動き情報により示される動き量に応じて
、補正値の上限値を設定する。
【００８７】
　具体的には、動き情報により示される動き量が、予め定められた閾値ＭＶ以下である場
合、制限値として上限値ＵＬ１が設定され、動き情報により示される動き量が閾値ＭＶよ
り大きい場合、制限値として、上限値ＵＬ１より大きい上限値ＵＬ２が設定される。つま
り、表示画像の時間方向に対する変化の大きさに応じて、上限値が設定される。
【００８８】
　例えば、上限値ＵＬ１が設定され、この上限値ＵＬ１により補正値が制限される場合、
補正値が上限値ＵＬ１以上であるときには、補正値の上限値「ＵＬ１」が制限された補正
値として出力される。
【００８９】
　ここで、動き情報により示される動き量が閾値ＭＶより大きい場合に、上限値が、より
大きい上限値ＵＬ２とされるのは、表示画像の動きベクトルの絶対値が大きいほど、表示
画像は大きく変化するので、バックライト輝度が大きく変化する可能性が高いからである
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。つまり、上限値をより大きくすることで、補正値が上限値により制限されることで生じ
るバックライト８３からの光の光量不足を防止することができる。
【００９０】
　ステップＳ４３において、変更部１５１は、基準となる時刻から、予め定められた所定
の時間が経過したか否かを判定する。
【００９１】
　変更部１５１は、バックライト輝度の急激な変化を抑制するため、予め定められた所定
の時間間隔で補正値の変更を行う。例えば、変更部１５１は、液晶パネル８５に表示され
た表示画像の表示の切り替わった回数、つまり表示された表示画像のフレーム数をカウン
トし、所定の時間間隔として３フレームごとに補正値を更新する。
【００９２】
　そのような場合、変更部１５１は、表示された表示画像のフレーム数を示すカウンタを
保持しており、表示画像の表示が開始されると、表示画像が表示されるごとにカウンタの
値をインクリメントしていく。そして、変更部１５１は、３フレーム分の表示画像が表示
され、カウンタの値が「３」となると、予め定められた所定の時間が経過したと判定する
とともに、カウンタの値を「０」にリセットし、再びフレーム数をカウントする。この場
合において、カウンタの値が「０」にリセットされた時刻が、所定の時間が経過したか否
かの判定時における基準となる時刻とされる。
【００９３】
　ステップＳ４３において、所定の時間が経過していないと判定された場合、つまりまだ
補正値を更新するタイミングとなっていない場合、処理はステップＳ４８に進む。
【００９４】
　一方、ステップＳ４３において、所定の時間が経過したと判定された場合、つまり、補
正値を更新するタイミングとなった場合、処理はステップＳ４４に進む。
【００９５】
　ステップＳ４４において、変更部１５１は、画像情報に基づいて、基準となる時刻から
、継続して表示画像としての動画像が表示されるか否かを判定する。
【００９６】
　例えば、動画像判定部１２２から、動画像である旨の画像情報が供給され、かつこれか
ら表示しようとするフレームの直前の３フレームにおいて、表示画像として動画像が表示
された場合、ステップＳ４４において、継続して動画像が表示されると判定される。ここ
で、直前の３フレームにおいて動画像が表示されたか否かは、例えば、これまでに供給さ
れた画像情報に基づいて判定される。
【００９７】
　ステップＳ４４において、継続して動画像が表示されると判定された場合、ステップＳ
４５において、変更部１５１は、制限部１５２から供給された補正値を予め定められた値
だけ増加させて、補正値を変更する。そして、変更部１５１は、変更された補正値を制限
部１５２に供給し、その後処理はステップＳ４９に進む。
【００９８】
　すなわち、表示画像として動画像が継続して表示される場合、バックライト輝度に巡回
処理を施すと、動画像のシーンチェンジなどにより、バックライト８３に射出させるべき
光の輝度が急激に増加したときに、バックライト輝度の変化が追いつかず、バックライト
輝度が不足してしまう恐れがある。
【００９９】
　そこで、所定の時間、継続して表示画像としての動画像が表示される場合には、変更部
１５１は、バックライト輝度に加算される補正値を増加させることで、バックライト８３
からの光の輝度不足により生じる表示画像の画質の劣化を防止する。つまり、表示画像と
しての動画像が継続して表示されると、補正値は徐々に増加していく。
【０１００】
　また、ステップＳ４４において、継続して動画像が表示されないと判定された場合、ス
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テップＳ４６において、変更部１５１は、基準となる時刻から、継続して表示画像として
の静止画像が表示されるか否かを判定する。
【０１０１】
　例えば、動画像判定部１２２から、静止画像である旨の画像情報が供給され、かつこれ
から表示しようとするフレームの直前の３フレームにおいて、表示画像として静止画像が
表示された場合、ステップＳ４６において、継続して静止画像が表示されると判定される
。
【０１０２】
　ステップＳ４６において、継続して静止画像が表示されると判定された場合、ステップ
Ｓ４７において、変更部１５１は、制限部１５２から供給された補正値を予め定められた
値だけ減少させて、補正値を変更する。そして、変更部１５１は、変更された補正値を制
限部１５２に供給し、その後処理はステップＳ４９に進む。
【０１０３】
　すなわち、表示画像として静止画像が継続して表示される場合、バックライト輝度が急
激に変化することは殆どないため、バックライト８３の発光量が不足する恐れも殆どない
。そこで、変更部１５１は、所定の時間、継続して表示画像としての静止画像が表示され
る場合には、バックライト輝度に加算される補正値を減少させる。つまり、表示画像とし
ての静止画像が継続して表示されると、補正値は徐々に減少していく。これにより、バッ
クライト８３からの光の輝度不足により生じる表示画像の画質の劣化を防止するとともに
、バックライト輝度を適切に減少させて、表示画像のコントラストを向上させることがで
きる。
【０１０４】
　また、ステップＳ４６において、継続して静止画像が表示されないと判定された場合、
つまり、所定の期間の間に、表示画像として動画像が表示されたり、静止画像が表示され
たりする場合、処理はステップＳ４８に進む。
【０１０５】
　ステップＳ４６において、継続して静止画像が表示されないと判定されたか、またはス
テップＳ４３において、所定の時間が経過していないと判定されると、ステップＳ４８に
おいて、変更部１５１は、制限部１５２から供給された補正値をそのまま制限部１５２に
供給する。変更部１５１から制限部１５２に補正値が供給されると、その後、処理はステ
ップＳ４９に進む。
【０１０６】
　ステップＳ４５、ステップＳ４７、またはステップＳ４８において、変更部１５１から
制限部１５２に補正値が供給されると、ステップＳ４９において、制限部１５２は制限処
理を行って、変更部１５１から供給された補正値を制限する。
【０１０７】
　すなわち、例えば、ステップＳ４２の処理において、制限値として下限値が設定された
場合、制限部１５２は、変更部１５１からの補正値が下限値以上であるときには、補正値
をそのまま変更部１５１および加算部１２４に供給する。また、制限値として下限値が設
定され、変更部１５１からの補正値が下限値未満であるときには、制限部１５２は、設定
された下限値を、制限後の補正値として変更部１５１および加算部１２４に供給する。
【０１０８】
　ここで、補正値が下限値より小さくならないように制限されるのは、補正値が小さくな
り過ぎて、その結果、必要以上にバックライト輝度が小さくなることを防止するためであ
る。このように、継続して静止画像が表示される場合に、補正値を適切に減少させること
により、表示画像のコントラストを向上させることができる。
【０１０９】
　一方、例えば、ステップＳ４２の処理において、制限値として上限値が設定された場合
、制限部１５２は、変更部１５１からの補正値が上限値以下であるときには、補正値をそ
のまま変更部１５１および加算部１２４に供給する。また、制限値として上限値が設定さ
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れ、変更部１５１からの補正値が上限値より大きいときには、制限部１５２は、設定され
た上限値を、制限後の補正値として変更部１５１および加算部１２４に供給する。
【０１１０】
　ここで、補正値が上限値より大きくならないように制限されるのは、補正値が大きくな
り過ぎて、必要以上にバックライト輝度が大きくなることを防止するためである。このよ
うに、継続して動画像が表示される場合に、補正値を適切に増加させることにより、バッ
クライト８３からの光の光量不足により生じる表示画像の画質の劣化を防止することがで
きるとともに、バックライト輝度が大きくなり過ぎて、表示画像が明るくなり過ぎること
を防止することができる。
【０１１１】
　ステップＳ５０において、加算部１２４は、バックライト輝度算出部１２１から供給さ
れたバックライト輝度に、制限部１５２から供給された補正値を加算することにより、バ
ックライト輝度を補正する。そして、加算部１２４は、補正されたバックライト輝度をバ
ックライト制御部８２および入射輝度算出部１２５に供給してバックライト輝度補正処理
は終了し、処理は図５のステップＳ１３に進む。
【０１１２】
　このようにして、表示制御部８１は、表示画像として動画像または静止画像が所定の時
間継続して表示される場合、所定の時間間が経過するごとに補正値を変更する。
【０１１３】
　このように、所定の時間が経過するごとにバックライト輝度に加算される補正値を、適
切に変更することで、表示画像のコントラストを向上させるとともに、バックライト８３
からの光の光量（輝度）不足により生じる表示画像の画質の劣化を防止することができる
。
【０１１４】
　例えば、バックライトからの光の光量不足を防止するために、常に一定の値の補正値を
バックライト輝度に加算するようにしてもよいが、そのような場合、表示画像によっては
バックライト輝度が大き過ぎることがあり、表示画像のコントラストが低下してしまう。
【０１１５】
　これに対して、表示装置６１では、比較的バックライト８３からの光の光量不足が生じ
にくい静止画像が、表示画像として継続して表示される場合には、時間とともに補正値を
減少させていくことにより、表示画像の画質の劣化を防止しつつ、コントラストの向上を
図ることができる。また、表示画像として静止画像が表示される場合には、制限値として
補正値の下限値を設定することで、バックライト輝度が小さくなり過ぎることを防止する
ことができ、その結果、光量不足による表示画像の画質の劣化が防止される。
【０１１６】
　さらに、バックライト８３からの光の光量不足が生じやすい動画像が、表示画像として
継続して表示される場合には、時間とともに補正値を増加させていくことにより、表示画
像の画質の劣化を防止することができる。また、表示画像として動画像が表示される場合
には、制限値として補正値の上限値を設定することで、バックライト輝度が大きくなり過
ぎることを防止することができ、その結果、表示画像のコントラストの劣化が抑制される
。
【０１１７】
　なお、以上においては、変更部１５１が所定の時間が経過するごとに補正値を変更する
と説明したが、補正値が随時更新され、更新された補正値、または前回出力された補正値
のうちの何れか一方が選択されて出力されるようにしてもよい。
【０１１８】
　そのような場合、例えば補正値算出部１２３は、図７に示す構成とされる。なお、図７
において、図４における場合と対応する部分には、同一の符号を付してあり、その説明は
適宜、省略する。すなわち、図７に示す補正値算出部１２３には、図４の補正値算出部１
２３に、さらに出力切り替え部１８１が設けられている。
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【０１１９】
　出力切り替え部１８１には、前回、最終的な補正値として出力切り替え部１８１から出
力された補正値と、制限部１５２から出力された変更後の補正値とが供給され、出力切り
替え部１８１は、供給された２つの補正値のうちの何れか一方を選択して出力する。つま
り、これから表示しようとするフレームの変更後の補正値と、そのフレームの時間的に１
つ前のフレームの最終的な補正値とのうちの何れか一方が、これから表示しようとするフ
レームの最終的な補正値として出力される。
【０１２０】
　補正値算出部１２３が図７に示す構成とされる場合においても、図５を参照して説明し
た表示処理が行われて、表示画像が表示される。
【０１２１】
　次に、図８のフローチャートを参照して、補正値算出部１２３が図７に示す構成とされ
る場合における、図５のステップＳ１２の処理に対応するバックライト輝度補正処理につ
いて説明する。なお、ステップＳ８１およびステップＳ８２の処理は、図６のステップＳ
４１およびステップＳ４２の処理と同様であるので、その説明は省略する。
【０１２２】
　ステップＳ８３において、変更部１５１は、動画像判定部１２２から供給された画像情
報に基づいて、表示画像として動画像を表示するか否か、すなわちこれから表示しようと
する表示画像が動画像であるか否かを判定する。
【０１２３】
　ステップＳ８３において、動画像を表示すると判定された場合、ステップＳ８４におい
て、変更部１５１は、出力切り替え部１８１から供給された補正値を予め定められた値だ
け増加させて、補正値を変更する。そして、変更部１５１は、変更された補正値を制限部
１５２に供給し、その後処理はステップＳ８６に進む。
【０１２４】
　これに対して、ステップＳ８３において、動画像を表示しないと判定された場合、つま
り表示画像として静止画像が表示される場合、ステップＳ８５において、変更部１５１は
、出力切り替え部１８１から供給された補正値を予め定められた値だけ減少させて、補正
値を変更する。そして、変更部１５１は、変更された補正値を制限部１５２に供給し、そ
の後処理はステップＳ８６に進む。
【０１２５】
　ステップＳ８４またはステップＳ８５において、補正値が変更されると、ステップＳ８
６において、制限部１５２は制限処理を行って、変更部１５１から供給された補正値を制
限する。なお、ステップＳ８６において行われる制限処理は、図６のステップＳ４９にお
いて行われる制限処理と同様の処理であるため、その詳細な説明は省略する。
【０１２６】
　制限部１５２により制限処理が行われると、その結果得られた補正値が、制限部１５２
から出力切り替え部１８１に供給される。
【０１２７】
　ステップＳ８７において、出力切り替え部１８１は、基準となる時刻から、予め定めら
れた所定の時間が経過したか否かを判定する。
【０１２８】
　出力切り替え部１８１は、バックライト輝度の急激な変化を抑制するため、予め定めら
れた所定の時間間隔で補正値が変更されるように、補正値の出力を切り替える。例えば、
出力切り替え部１８１は、液晶パネル８５に表示された表示画像の表示の切り替わった回
数、つまり表示された表示画像のフレーム数をカウントし、所定の時間間隔として３フレ
ームごとに制限部１５２から供給された補正値が出力されるように、補正値の出力を切り
替える。
【０１２９】
　そのような場合、出力切り替え部１８１は、表示された表示画像のフレーム数を示すカ
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ウンタを保持しており、表示画像の表示が開始されると、表示画像が表示されるごとにカ
ウンタの値をインクリメントしていく。そして、出力切り替え部１８１は、３フレーム分
の表示画像が表示され、カウンタの値が「３」となると、予め定められた所定の時間が経
過したと判定するとともに、カウンタの値を「０」にリセットし、再びフレーム数をカウ
ントする。
【０１３０】
　ステップＳ８７において、所定の時間が経過したと判定された場合、つまり補正値を更
新するタイミングとなった場合、処理はステップＳ８８に進む。
【０１３１】
　ステップＳ８８において、出力切り替え部１８１は、変更された補正値、つまり制限部
１５２から供給された補正値を、これから表示しようとする表示画像のバックライト輝度
に対する補正値として出力する。出力切り替え部１８１から出力された補正値は、出力切
り替え部１８１、変更部１５１、および加算部１２４に供給され、その後、処理はステッ
プＳ９０に進む。
【０１３２】
　これに対して、ステップＳ８７において、所定の時間が経過していないと判定された場
合、つまりまだ補正値を更新するタイミングとなっていない場合、処理はステップＳ８９
に進む。
【０１３３】
　ステップＳ８９において、出力切り替え部１８１は、前回出力した補正値と同じ補正値
、つまり出力切り替え部１８１から出力され、出力切り替え部１８１自身に供給された補
正値を、これから表示しようとする表示画像のバックライト輝度に対する補正値として出
力する。出力切り替え部１８１から出力された補正値は、出力切り替え部１８１、変更部
１５１、および加算部１２４に供給され、その後、処理はステップＳ９０に進む。
【０１３４】
　ステップＳ８８またはステップＳ８９において、補正値が出力されると、ステップＳ９
０において、加算部１２４は、バックライト輝度算出部１２１から供給されたバックライ
ト輝度に、出力切り替え部１８１から供給された補正値を加算することにより、バックラ
イト輝度を補正する。そして、加算部１２４は、補正されたバックライト輝度をバックラ
イト制御部８２および入射輝度算出部１２５に供給してバックライト輝度補正処理は終了
し、処理は図５のステップＳ１３に進む。
【０１３５】
　このようにして、表示制御部８１は、所定の時間間隔で、表示画像が動画像であるか、
または静止画像であるかに応じて補正値を変更する。
【０１３６】
　このように、所定の時間間隔で、表示画像が動画像であるか、または静止画像であるか
に応じて、バックライト輝度に加算される補正値を適切に変更することで、表示画像のコ
ントラストを向上させるとともに、バックライト８３からの光の光量（輝度）不足により
生じる表示画像の画質の劣化を防止することができる。
【０１３７】
　なお、変更部１５１において変更された補正値は、制限部１５２において制限されるが
、制限値としての上限値が上限値ＵＬ２から、上限値ＵＬ２より小さい上限値ＵＬ１に変
更されると、変更された補正値が上限値ＵＬ１により制限され、急激に小さくなってしま
う場合がある。このように、補正値が急激に小さくなると、バックライト輝度も急激に小
さくなるので、バックライト輝度の急激な変化により表示画像の画質が劣化する恐れがあ
る。
【０１３８】
　そこで、前回出力された補正値が、今回設定された制限値としての上限値より大きい場
合、つまり制限値としての上限値が、より小さい上限値に変更された場合、制限値が設定
し直されて補正値の急激な減少が防止されるようにしてもよい。
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【０１３９】
　そのような場合、補正値算出部１２３では、例えば図９に示すように、制限部１５２は
、設定された制限値を変更部１５１に通知し、変更部１５１は、出力切り替え部１８１か
らの補正値が、制限部１５２から通知された制限値としての上限値よりも大きい場合に、
制限部１５２に対して制限値の再設定を要求する。
【０１４０】
　そして、制限部１５２は、変更部１５１からの要求に応じて制限値を設定し直す。すな
わち、制限部１５２は、制限値として上限値ではなく下限値を設定する。これにより、補
正値の急激な減少が防止される。その結果、バックライト輝度の急激な減少により生じる
表示画像の画質の劣化を防止することができる。
【０１４１】
　なお、図９に示す補正値算出部１２３において、図７における場合と対応する部分には
同一の符号を付してあり、その説明は、適宜、省略する。すなわち、図９の補正値算出部
１２３は、変更部１５１と制限部１５２とが相互に情報の授受を行う点で、図７の補正値
算出部１２３と異なる。
【０１４２】
　補正値算出部１２３が図９に示す構成とされる場合においても、図５を参照して説明し
た表示処理が行われて、表示画像が表示される。
【０１４３】
　次に、図１０のフローチャートを参照して、補正値算出部１２３が図９に示す構成とさ
れる場合における、図５のステップＳ１２の処理に対応するバックライト輝度補正処理に
ついて説明する。
【０１４４】
　なお、ステップＳ１２１およびステップＳ１２２の処理は、図８のステップＳ８１およ
びステップＳ８２の処理と同様であるので、その説明は省略する。但し、ステップＳ１２
２において、制限部１５２により制限値が設定されると、制限部１５２から変更部１５１
には、設定された制限値が供給される。
【０１４５】
　ステップＳ１２３において、変更部１５１は、動画像判定部１２２から供給された画像
情報に基づいて、表示画像として動画像を表示するか否か、すなわちこれから表示しよう
とする表示画像が動画像であるか否かを判定する。
【０１４６】
　ステップＳ１２３において、動画像を表示すると判定された場合、ステップＳ１２４に
おいて、変更部１５１は、前回の補正値、つまり出力切り替え部１８１から供給された補
正値が、制限部１５２から供給された制限値としての上限値よりも大きいか否かを判定す
る。すなわち、表示画像として動画像が表示される場合、制限値として、動き情報により
示される動き量に応じた上限値が設定されるので、前回の補正値と、設定された上限値と
が比較される。
【０１４７】
　ステップＳ１２４において、前回の補正値が上限値よりも大きくないと判定された場合
、ステップＳ１２５において、変更部１５１は、出力切り替え部１８１から供給された補
正値を予め定められた値だけ増加させて、補正値を変更する。そして、変更部１５１は、
変更された補正値を制限部１５２に供給し、その後処理はステップＳ１２８に進む。
【０１４８】
　すなわち、前回の補正値が、新たに設定された上限値以下である場合、変更された補正
値が、上限値により制限されて急激に減少することはないので、前回の補正値が予め定め
られた値だけ増加するように、補正値の変更が行われる。
【０１４９】
　これに対して、ステップＳ１２４において、前回の補正値が上限値よりも大きいと判定
された場合、変更された補正値が、上限値により制限されて急激に減少する恐れがあるの
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で、変更部１５１は、制限部１５２に対して制限値の再設定を要求し、処理はステップＳ
１２６に進む。
【０１５０】
　ステップＳ１２６において、制限部１５２は、変更部１５１からの要求に応じて、制限
値を設定し直す。すなわち、制限部１５２は、制限値としての上限値の設定を解除し、新
たに制限値として、予め定められた下限値を設定する。これにより、変更後の補正値がこ
れまで設定されていた上限値により制限されて、急激に減少することを防止することがで
きる。
【０１５１】
　ステップＳ１２６において、制限値が設定し直されると、その後、処理はステップＳ１
２７に進む。
【０１５２】
　また、ステップＳ１２３において、動画像を表示しないと判定された場合、つまり表示
画像として静止画像が表示される場合、処理はステップＳ１２７に進む。
【０１５３】
　ステップＳ１２６において制限値が設定し直されるか、またはステップＳ１２３におい
て動画像を表示しないと判定されると、ステップＳ１２７において、変更部１５１は、出
力切り替え部１８１から供給された補正値を予め定められた値だけ減少させて、補正値を
変更する。そして、変更部１５１は、変更された補正値を制限部１５２に供給し、その後
処理はステップＳ１２８に進む。
【０１５４】
　ステップＳ１２５またはステップＳ１２７において、補正値が変更されると、その後、
ステップＳ１２８乃至ステップＳ１３２の処理が行われるが、これらの処理は、図８のス
テップＳ８６乃至ステップＳ９０の処理と同様であるので、その説明は省略する。
【０１５５】
　ステップＳ１３２において、バックライト輝度が補正されると、補正されたバックライ
ト輝度は、加算部１２４からバックライト制御部８２および入射輝度算出部１２５に供給
されてバックライト輝度補正処理は終了し、処理は図５のステップＳ１３に進む。
【０１５６】
　このように、表示制御部８１は、表示画像として動画像が表示される場合、前回の補正
値が設定された制限値としての上限値より大きい場合には、制限値を設定し直して補正値
の急激な減少を防止するとともに、補正値を減少させる。これにより、バックライト輝度
の急激な減少により生じる表示画像の画質の劣化を防止することができる。
【０１５７】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行することもできるし、ソフトウェアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行する場合には、そのソ
フトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュー
タ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行することが
可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、プログラム記録媒体からインスト
ールされる。
【０１５８】
　図１１は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウェ
アの構成例を示すブロック図である。
【０１５９】
　コンピュータにおいて、CPU（Central Processing Unit）５０１，ROM（Read Only Mem
ory）５０２，RAM（Random Access Memory）５０３は、バス５０４により相互に接続され
ている。
【０１６０】
　バス５０４には、さらに、入出力インターフェース５０５が接続されている。入出力イ
ンターフェース５０５には、キーボード、マウス、マイクロホンなどよりなる入力部５０
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モリなどよりなる記録部５０８、ネットワークインターフェースなどよりなる通信部５０
９、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリなどのリムーバブ
ルメディア５１１を駆動するドライブ５１０が接続されている。
【０１６１】
　以上のように構成されるコンピュータでは、CPU５０１が、例えば、記録部５０８に記
録されているプログラムを、入出力インターフェース５０５及びバス５０４を介して、RA
M５０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【０１６２】
　コンピュータ（CPU５０１）が実行するプログラムは、例えば、磁気ディスク（フレキ
シブルディスクを含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disc-Read Only Memory),DVD(Di
gital Versatile Disc)等）、光磁気ディスク、もしくは半導体メモリなどよりなるパッ
ケージメディアであるリムーバブルメディア５１１に記録して、あるいは、ローカルエリ
アネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった、有線または無線の伝送媒
体を介して提供される。
【０１６３】
　そして、プログラムは、リムーバブルメディア５１１をドライブ５１０に装着すること
により、入出力インターフェース５０５を介して、記録部５０８にインストールすること
ができる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介して、通信部５０９で受
信し、記録部５０８にインストールすることができる。その他、プログラムは、ROM５０
２や記録部５０８に、あらかじめインストールしておくことができる。
【０１６４】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【０１６５】
　なお、本発明の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１６６】
【図１】従来の液晶表示装置の構成を示す図である。
【図２】本発明を適用した表示装置の一実施の形態の構成例を示す図である。
【図３】表示制御部のより詳細な構成例を示す図である。
【図４】補正値算出部のより詳細な構成例を示す図である。
【図５】表示処理を説明するフローチャートである。
【図６】バックライト輝度補正処理を説明するフローチャートである。
【図７】補正値算出部の他の構成例を示す図である。
【図８】バックライト輝度補正処理を説明するフローチャートである。
【図９】補正値算出部の他の構成例を示す図である。
【図１０】バックライト輝度補正処理を説明するフローチャートである。
【図１１】コンピュータの構成例を示す図である。
【符号の説明】
【０１６７】
　６１　表示装置，　８１－１乃至８１－４，８１　表示制御部，　８２－１乃至８２－
４，８２　バックライト制御部，　８３－１乃至８３－４，８３　バックライト，　８４
　液晶パネル制御部，　８５　液晶パネル，　１２１　バックライト輝度算出部，　１２
２　動画像判定部，　１２３　補正値算出部，　１２４　加算部，　１２５　入射輝度算
出部，　１２６　除算部，　１５１　変更部，　１５２　制限部，　１８１　出力切り替
え部
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摘要(译)

要解决的问题：防止来自背光的光亮度不足导致图像质量下降。解决方
案：背光亮度计算部分121基于显示图像的图像信号获得由背光发射的光
的背光亮度。运动图像确定部分122基于图像信号确定显示图像是否是运
动图像。当显示图像是运动图像时，校正值计算部分123将先前校正值增
加规定值以设置新校正值，并且当显示图像是静态图像时，将先前值减
小规定值设置新的修正值。加法部分124将校正值加到背光亮度上以校正
背光亮度。本发明可以应用于液晶显示器。 Ž
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